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議  事  録 

会 議 の 名 称 
第 4回小美玉市小学校（野田小学校・上吉影小学校・下吉影小学校）

統合準備委員会 

開 催 日 時 平成２９年１１月２９日（水） １９時００分～ 

開 催 場 所 小川文化センター アピオス 小ホール 

出 席 者 

【出席委員】 

  小石川寛則  小川  勲  石井 正道  𠮷田 洋子 

  片岡 友加  三代田 久  成井 志野  古関 文暁 

  柴森 浩志  新井 淳子  白石 靖弘  久保田達雄 

 宇野 和夫  佐藤  正  青葉 宏一  中村喜代美 

 砂田 和広  久保田英行  藤田 康広  篠原みち代 

 中村  孝  久保庭裕一  風間 博身  菅谷 正治 

 藤井 敏生  長島 幸男  幡谷 好文  石井  旭 

 山本 洋平  堤  憲之  髙野 晴夫 

 

【欠席委員】 

 長谷川明美  佐川 栄治  大曽根憲司  須藤美智代 

 赤羽 久志  細谷 省一  佐川 美佳  大曽根慎悟 

 

【事務局】 

長津 智之  石田  進  中村  均  植松 雄一 

植田  薫  外之内信浩  内田 真基  戸塚  聡 

田村 直弥 

 

【その他】 

 （楠山設計） 

  青木 伸美  寺林 大樹 

協 議 案 件 
・視察研修について 

・アンケート集計結果，施設整備方針について 

会 議 資 料 
別 紙 

 （ 会議次第、 他 ） 

記 録 方 法 

□全文記録 

☑発言者の発言内容ごとの要点記録 

□会議内容の要点記録 

公開･非公開の別 ☑ 公開  □ 一部公開  □ 非公開   （傍聴者 ０ 人） 
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【報 告】 

（１）視察研修について 

 

委員長 先日の視察研修について，同行できずに申し訳なかった。今日は，視察研修

の報告を聞き，新校舎建築に向けて，建設的な意見交換ができれば幸いだと

思っているので，協力お願いしたい。 

副委員長 それでは，視察研修について，報告をお願いしたい。 

事務局 では，１１月８日に実施した成田市の下総みどり学園視察の報告をさせてい

ただく。当日の内容については，これまで議事録として委員に配布している

ものと同様の様式，研修報告に全て網羅されている。 

    また，下総みどり学園からの説明概要を資料１－１としてまとめている。こ

ちらをご覧いただきたい。 

まず，開校までの道のりは，Ｐ１の下スライドのようになっている。 

平成１８年に下総町，大栄町が成田市に合併となり，平成２０年に学校適正

配置調査報告として，下総地区４小学校の統合が提言された。住民説明会や

視察等を経て，平成２２年に下総地区長会が統合に対する同意書を提出し，

下総地区４小学校の統合が決定された。平成２３年には呉市の小中一貫サミ

ットに参加した。また，地域，保護者，学校の代表などが委員となった小中

連携推進委員会が発足し，小中一貫教育校としての設立が決定した。このよ

うに下総地区では，まず小学校の統合，小学校を１校，中学校を１校として

いこうということだった。地区へ説明をする際などは，ポリシーとして，「学

校は統合するけれども，下総地区でしかできない教育をしましょう，教育を

縮小するわけではありません，子供たちにとって下総地区が誇りになるよう

な教育をやりましょう，この地区でならできる教育は小中の強力な連携で

す」といった説明を行ったということだった。当初は，小学校と中学校を隣

接させて建物を造り，強力に連携しようという話だったが，先進校視察等を

経て，小中一貫校とするという方向性となった。それについては，当日の質

問，回答にもあるが，中１ギャップ，小学生から中学生になるステップは大

きいということがあり，そのステップを小さくできないだろうかということ

から，９年間を通した教育を行うということに至ったようだった。また，平

成２４年には具体的な内容を検討する部会での協議が始まり，学校のイメー

ジが決定された。その後，下総みどり学園が開校となった。その開校の３年

後，平成２９年には義務教育学校へと移行している。 

続いて，施設について。下総みどり学園は，元々建っていた旧下総中学校に

小学校を設置している。新校舎の小学校棟は，中学校に連結した形で建設し

た。また，その新校舎は下総中学校グラウンドに建設したため，拡張した隣

接敷地に中学校のグラウンドを設置した。 

続いて，学区と通学について。 

下総みどり学園は，学区の中央に位置しており，１年生から６年生までの通

学を６系統のスクールバスを使って補助している。現在は，８８パーセント

の子供たちがスクールバスを使用しており，徒歩で通学している１年生から

６年生は，１０名に満たないとのことだった。また，登下校はそれぞれ２便

ずつ出しており，子供たちを乗せたバスが１度学校へ到着した後，再度迎え

に行き，学校へ到着するという形態としている。なお，部活動の関係等があ
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るため，７年生以上は自転車通学をしている。 

次に，下総みどり学園の特徴について。 

まず，施設が一体型であり，９年間同一の指導体制となっている。それによ

り，自然に子供たちの交流が生まれているということだった。具体例として

は，１年生から９年生，いわゆる中学３年生までが縦割り班に分かれ，合同

で清掃活動などを実施している。それにより，子供たちの交わりが９年に伸

びている。その結果，下総みどり学園の卒業生である高校生が在学中に一緒

に活動をしていた２，３年生に声をかける光景があり，地域とのつながりが

非常に強くなっている。 

次に，ブロック制，４－３－２制という特徴がある。前期ブロックを１年生

から４年生，中期ブロックを５年生から７年生，後期ブロックを８年生から

９年生としている。ブロックそれぞれでブロック長を指名し，ブロック単位

での活動を中心に教育課程を運営している。ブロック長を設けることによ

り，日頃からリーダーとして育てている。また，各ブロックの行事を実施し，

各ブロックを締めくくる行事なども実施している。具体例として，前期ブロ

ックの行事は，１年生を迎える会や就学時健康診断などがある。それらは，

通常の小学校では５年生や６年生が中心となって行う行事だが，下総みどり

学園では前期ブロックのリーダーである４年生が中心となって行っている。

実際にそれらを行う前は，４年生には厳しいのではないかという声があった

ようだが，日頃からリーダーとして育てているので，しっかりとやりきって

くれるとのことだった。また，中期ブロックにおいては，合同宿泊学習を５

年生と７年生で実施している。この行事においても，リーダである７年生が

５年生をリードして行っている。後期ブロックにおいては，ブロックのリー

ダーとしてだけではなく，学園全体のリーダーとして様々な行事で活躍をし

ている。また，※印の記載がある行事は，各ブロックの締めくくりとしての

行事となっている。下総みどり学園では，９年間を通した教育を行っている

ため，小学校の卒業式を行っていない。通常，小学校と中学校の区切りは，

６年・３年だが，下総みどり学園の区切りは，４年・３年・２年となってい

る。そのため，区切りとして，各ブロックの最高学年で締めくくりの行事を

実施している。 

次の特徴として，授業時間の違いがある。前期ブロックは，１つの授業が４

５分，中期ブロックと後期ブロックは，５０分となっている。そのため，朝

と昼以外はチャイムなしで学校運営をしている。それにより，子供たちは時

計を見て行動するようになったということだった。また，右側の表は，下総

みどり学園の日課表となっている。 

次の特徴として，５年生からの教科担任制がある。小学校の担任交換や専科

教員と言われる中学校の教科免許を持った教員による授業を実施している。

また，通常は中学校で行っている中間テスト，期末テストなどを５年生から

実施している。専門的な教員が教えるため，学力的に非常に効果をあげてい

るとのことだった。下の表は５年生，６年生の時間割になっている。表中の

白色になっている授業は，担任の先生のみで行っている授業。オレンジ色に

なっている授業は，専科教員と担任教員で行うなど，複数の教員で行うＴＴ

の授業となっている。また，緑色になっている授業は，教科担任，いわゆる

専科教員のみで行う授業となっている。特に，新しい学習指導要領において
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必修となる小学校の英語は，英語の専科教員とＡＬＴが全て行っている。ま

た，体育，家庭科，音楽は専門の教員が全て教えている。その結果として，

７年生となった際には，基本が確実なものとなっており，他の中学校にはな

い学習の深まりがあるとのことだった。 

次の特徴として，異学年交流，上級生と下級生が学び合う場面を多く取り入

れている。具体例としては様々なものがある。例えば，縦割り班による全校

遠足があり，清掃を行っている班で実施している。この遠足は２ｋｍから３

ｋｍ程度を歩く遠足だが，途中で疲れてしまった１年生などを上級生がおん

ぶして歩くといった光景が見られるとのことだった。また，音楽祭は５年生

以上が参加し，声変わりが終わった先輩たちの歌声を聞くことになる。５年

生たちは，その歌声に憧れを抱き，音楽の授業や合唱の練習に一生懸命取り

組んでいるということだった。 

最後の特徴として，地域との絆がある。下総みどり学園は，児童生徒の成長

を家庭，学校，地域が一体となって見守るとしている。例えば，リサイクル

活動を地域，生徒，ＰＴＡが一緒となって年４回実施しており，卒業生も多

く参加しているとのことだった。また，下総地区の建設業協会に協力してい

ただいており，足りない備品の作成や体育祭の入場門作成，撤去などを行っ

ているということがある。 

当日の内容を簡略化しての説明となり申し訳ないが，より詳細については，

研修報告をご覧いただきたい。 

また，資料１－２は，事前質問及び当日質問と回答となっている。資料１－

３については，視察時に配付した視察レポート，委員がどのようなことを感

じ，新しい学校をつくっていく上でどのようなことを大切にしていきたいか

などのまとめとなっている。 

    では，その内容や意見等を実際に視察へ行った委員からいただきたいと思

う。よろしくお願いしたい。 

委 員 私には，現在小学校４年生になる息子と４歳になる双子がいる。この統合小

学校にお世話になるので，実際に小中一貫教育とはどのようなものか，自分

の目で確かめたいと思い，参加させていただいた。まず，子供たちのために

色々な立場の方々が参加してくださったことが，ありがたいと感じながら，

視察に向かった。視察先では色々と見学させていただいたが，下総みどり学

園の校長先生が言っていた「９年間の連続した環境だからこそできる教育，

だからこそしかできない教育」というものが，新しい統合小学校でも実現さ

れると良いという印象が強く残った。上級生から下級生が学び，下級生から

上級生が学ぶ環境，中学生と小学生が低学年のうちから関わりあい，子供た

ちが地域を支えていく一員なのだと胸を張って卒業できるような学校にな

ってほしいと思った。また，印象に残ったこととして，国語力の高さがある。

行事のまとめといった新聞等が廊下に掲示してあったが，細かい文字で隙間

なく，内容もしっかりとまとまっていた。どの教科においても国語力は必須

となる。それらの掲示が誰の目にも止められる廊下にあり，上級生たちの手

本が身近にあるということが良いことだと思った。また，各階廊下の端に国

語辞書が何冊も置いてあり，授業中に使いたくなった際には，そこで調べ学

習を行うということだった。それがスムーズにできるようになっているとい

う校長先生の話もあった。 
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ハード面では，新しい小学校棟が小川北中の造りによく似ていると思った。

教室と教室の間に小さい教室，サブ教室のようなものがあり，そこで学習の

遅れがある子供のフォローなどができているということだった。そういった

ものも取り入れられていると良いと思った。それから，トイレについては，

男子トイレも全て洋式トイレになっていた。トイレに行きたい際，小ではな

いとためらうことがあり，具合が悪くなるという話も聞くので，そういった

面も配慮して造ると良いのではないかと思った。それから，黒板が上下可動

のホワイトボードだった。小川北中でも採り入れられているが，先生は使い

やすく，子供たちは板書が取りやすいのではないかと思った。また，廊下の

壁をフルオープンにすることができ，教室全体を廊下から見渡せるというこ

とがすごいと思った。廊下が広く取ってあり，そこでグループ学習等の発展

的な学習ができるといったメリットがあるという話だった。廊下も広く造る

と，楽しんで授業を受けられるような環境になっていくのではないかと感じ

た。個人的な思いとしては，子供たちが学びやすい，過ごしやすいというこ

とはもちろん大事だと思うが，先生が働きやすい環境であってほしいと思っ

ている。職員室は１つという話だった。あまり狭くなりすぎず，今の小川北

中の職員室のように明るく開放感があると，低学年の子供たちも職員室に訪

れやすいのではないかと思った。最後に，このような貴重な機会を設けてい

ただいたことに感謝申し上げ，私の発表とさせていただく。 

委 員 まず，どのような学校をつくりたいか，どのような子供たちを育てたいか，

そして，どのような力を身に付けさせたいのかという目指す学校像や子供像

等を学校や保護者，地域で共に考え，協議会を通して深めていったことが参

考になった。９年間の中で培われる人間性，個々の学び，育ち，行事等を通

しての活躍，保護者等の交流など，学校の良さや特色が目で見て分かった。

低・中学年から教科専門の教師の導入，靴を揃えるなど生徒指導面での共通

理解も小中一貫の良さであると感じた。 

また，施設等のハード面としては，子供たちが主体的・対話的に学び合うス

ペースが十分に確保されていた。また，バリアフリーのためのトイレ，エレ

ベーターの設置など，地域に開かれた学校としての機能，インクルーシブの

視点としても十分な整備がされていたと思う。特に，全児童生徒が整列でき

るアーケードは，雨天時や緊急時の対応として，工夫・整備されていると感

じた。 

委 員 前々から義務教育学校には興味があったので，１回行ってみたいという思い

があった。小美玉市の近くには，つくば市の春日学園や今年開校した河内町

のかわち義務教育学校など，いくつかの義務教育学校がある。春日学園は，

下総みどり学園の児童生徒数の倍もある規模が大きい学校だが，下総みどり

学園と小川北中学区の規模は似ていると思うので，興味があった。視察先で

校長先生の話を聞いたが，新しい学校をつくるという強い想いを言葉の端々

に感じた。やはり，１人が頑張ったとしても，なかなか学校はできないと思

う。職員全体の思いや信念，あるいは地域の方々の協力などがないと，でき

ないのではないかと思う。人数が増え，規模が大きくなり，校長先生も非常

に大変だと思う。義務教育学校のメリット，デメリットは，いくつかあると

思う。メリットを考えると，一貫した教育課程を取り入れられることや，先

ほども話があった中１ギャップの軽減にもなるということがあると思う。特
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に感じたことは，異学年交流，縦割班の交流がいかに大事かということを感

じた。中１ギャップの弊害がよく言われる。中学校へ進学し，先生が変わる

ことや生徒の人数が変わるなど，環境が劇的に変わることにより，学校に馴

染めずに不登校となってしまったり，引きこもりになってしまったりするこ

ともある。それを防ぐためにもなると思う。特に，ブロック制の中期に注目

をした。５年生から７年生の教育だが，上級生の行っていることを下級生に

伝える機会が多くなり，そこから得るものがある。上級生が下級生に教える

喜びや，下級生が教わって楽しかったと感じるということがあり，そういっ

た付き合い方を覚えていくというように思っている。中１ギャップがいくら

かでも軽減できることで，精神的な負担が軽くなり，後期の学年にスムーズ

に移行できると良いと思う。私は，その中でも清掃がとても大事だと思って

いる。異学年交流，縦割班の交流である清掃を上手く利用する。現在，小学

校においても行っているところがあると思うが，積極的に取り入れていくと

非常に良いのではないかと思う。清掃は，本当に貴重な時間ではないかと思

う。学年が違う，歳が違うことから，学び合えるものが互いにあるのではな

いかと思う。それから，５年生からの教科担任制があるが，専門性を生かせ

るという意味では，非常に良いのではないかと思う。デメリットの面は，お

そらく挙げたら限りないものがあるのではないかと思うが，情報収集や検証

などが必要になってくるのではないかと思う。例えば，規模が大きくなるこ

とにより，一人一人の生徒に対する目配りが希薄になるのではないかとかと

いう思いがある。つくば市の春日学園は，生徒数が２０００名を超えている

が，実際にどのように生徒と向きあっているのかということを想像すると，

大変ではないかという思いもある。それから，早期に教科担任制を行うこと

の弊害もあるのではないか思う。また，職員室も非常に大きくなっていくと

思うが，教員の意思疎通が可能なのかという不安なところがある。それから，

校長先生の話では，基本的な生活習慣を重んじていると感じた。礼儀やマナ

ーを重視しているのではないかと思う。 

次に，ハード面について。旧校舎に新しい校舎を増築しているが，明るさや

機能面，動線など，校舎間に多くの差があったと思う。それをリフォームし

ており，解決してきているのではないかと思う。先ほども出ていたが，教室

と廊下の間仕切りは，フルオープンになる引き戸となっていた。学校によっ

ては，完全に間仕切りがない学校もあるが，廊下も含め，色々な面で有効活

用ができるのではないかと思っている。収納面や清掃面，換気や明るさ，防

災等も含め，余裕があるスペースは良いのではないかと思う。また，閉鎖空

間におけるストレスもあると思うので，そういった面においても軽減できる

のではないかと思う。それから，バスの待合場所について。先ほど，８８％

がスクールバスを利用とあったが，バスを待つ非常に大きな屋根のあるスペ

ースがあった。バスの待合や集まり等に重宝するのではないかと思う。早い

時間に登校する子は７時ごろになるということなので，そこをどのように解

決していくかということが気になったところではある。ハード面について

は，情報を収集していくことで解決できる可能性があるのではないかと思

う。以上で終わりたい。 

委員長 事務局及び３名の委員から細かな報告があった。これから参考になることが

多くあったと思う。その他に報告，疑問点や気付いた点があれば，お願いし



7 

 

たい。 

 

 

－ 発 言 な し － 

 

 

 

【議 事】 

（１）アンケート集計結果，施設整備方針について 

 

委員長 事務局より，説明をお願いしたい。 

事務局 議事の説明に入る前に報告，紹介させていただく。今回，学校を建設するた

めの設計を作成するにあたり，基本設計業務委託を１０月１８日に入札にて

行い，応札の結果，株式会社楠山設計茨城営業所と契約した。主に基本構想

のとりまとめや，建物の空間構成を具体化した設計図書を提案，作成してい

ただく。挨拶させていただきたい。 

楠山設計 机の上に置いたパンフレットは，会社が５０周年の際に作った資料となって

いる。本社は東京にある。設計事務所という業種は，押し売りするものでは

なく，縁があって仕事をいただき，新しいものをこしらえていくということ

が仕事になる。今回は，学校をつくる最初のところから参加させていただき，

大変嬉しく思う。当然ながら，良いものを造るということが僕らの仕事だと

思っている。また，オリジナルのものを造るということで，前はどうだった

という話はしたいが，今回はこのようにしたいという話を是非聞かせていた

だきたいと思う。よろしくお願いしたい。 

 

資料２－１に基づき，事務局及び楠山設計より説明 

 

事務局 まず，資料２－１をご覧いただきたい。前回の準備委員会において委員にご

覧いただいたアンケートを児童生徒，保護者，教職員それぞれに実施した。

配付数１，１３７に対し，８８６の回答があり，回答率は約７８％だった。 

    続いて，資料２－２をご覧いただきたい。先ほどのアンケート取りまとめ，

その結果を元にした施設整備方針（案）を楠山設計に提案いただいた。今回

の施設整備方針は，たたき台となっている。今後，教職員及び教育委員会に

て精査を行い，次回の準備委員会の際に再度提示させていただきたい。また，

その施設整備方針を元にした校舎の配置計画案を合わせて提示する予定と

したい。アンケート集計結果及び施設整備方針（案）の詳細については，楠

山設計から説明させていただきたい。 

楠山設計 資料２－１をご覧いただきたい。 

Ｐ１は，アンケートの対象者を記載している。 

Ｐ２とＰ３は，対象者の所属となっている。 

Ｐ４は，「教育施設以外に小中学校に求める機能・役割」に対する保護者の

希望となっている。「避難場所」という回答が一番多いが，これは今までも

持っていた機能なので，当たり前のことだと思う。次に多い「地域交流の拠

点」を学校プラスαの機能として，考えなくてはならないと考えている。 
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Ｐ５は，学校との関わり方について。「ほどよく関わっていきたい」という

回答が大変多くある。これまでの資料，その他を仄聞しているだけだが，大

変関心がある方が多い地域と感じている。 

Ｐ６，Ｐ７，ここから少し面白くなってくる。右上に児童生徒問３，教職員

問２，保護者問５と記載した。３種類の対象者に同じ質問，「新しい学校に

通う児童生徒をイメージするキーワードについて」の質問をしており，それ

ぞれ少し違った形の答えが出ている。分かりやすいものは，Ｐ７となってい

る。「ふれあい」という回答が多く，まさに義務教育学校になること，異学

年交流について関心を持っているということが分かると思う。もちろん「元

気」，「仲良し」，「笑顔」，「楽しい」という陽気なイメージとする希望

があり，大変良いと思っている。 

Ｐ８，Ｐ９，これも３者に「学校のイメージキーワード」について聞いてい

る設問となっている。一番多いものは，「健康・体力（スポーツ）」となっ

ている。次に「自然環境」，そして「学力」とある。学力の話は，後で再度

出てくる。Ｐ９では，それに色を塗っているが，３者がだいたい同じような

ものを希望していることが分かる。 

Ｐ１０，Ｐ１１，「最も充実させたいもの」について。先生と保護者におい

て，「自ら学ぶ，主体的に学ぶための学習空間」が多くなっている。自ら学

ぶ，主体的に学ぶ学校がどういったものかというところを，私たちの立場で

は形にしていかなくてはならないと思っている。Ｐ１１は，その説明にあた

るページとなっている。 

Ｐ１２，Ｐ１３，「学校施設にあった方が良いものについて」の「学習に関

するもの」について。基本的には広いところがほしいという感じになってい

る。特別教室の広さ，少人数学習教室がほしい，普通教室の広さ，グラウン

ド・体育館の整備というように，広さに関係するものが多い。児童は，ビオ

トープという自然に触れるような施設がほしいということを３番目に言っ

ている。それから，保護者と教職員は，多目的スペースも多い。例えば，こ

の会場のような部屋が学校にあれば，色々な使い方ができるのではないか，

それこそ交流の場として，色々な使い方ができるのではないかということを

イメージされているように感じた。 

Ｐ１４，Ｐ１５，「学校施設にあった方が良いものについて」の「校舎内に

関するもの」については，「冷暖房」が大変多くなっている。最近の学校は

ほとんど行っているので，書かれなくても大丈夫だと思う。また，「トイレ

の数」が多くある。これも深読みすると，校舎内のトイレということもある

が，イベント時のトイレが足りないということや，外のトイレが足りないと

いうことかと推測している。 

Ｐ１６，Ｐ１７，「学校施設にあった方が良いものについて」の「校舎外に

関するもの」についても，その他ご意見の箇所に「校庭用トイレ」とある。

多いものは，「遊具」や「駐車スペース」となっている。また，「太陽光発

電」が新鮮な感じを受けた。学校が上部組織から言われてつけるということ

ではなく，多くの方が太陽光発電に関心を持っているということが面白いと

思った。 

Ｐ１８，Ｐ１９，「学校施設にあった方が良いものについて」の「その他」

については，防犯に関わるもの，「防犯カメラ」や「死角を少なくした施設」，

「非常用発電機」が多くなっている。悲しいことだが，色々な事件がある。
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私たちが何度か訪れている感じでは，そのようなことと縁の遠い地域かと感

じたが，気にしているのだということが分かった。 

Ｐ２０，２１には，自由記述のコメントが載っている。新しい校舎に関する

意見ということで，交流や安全，図書室，あるいはコミュニティなどといっ

た言葉が目に付く。これらに対してどういった形で建物が対応していくのか

ということを考えたいと思っている。それから，Ｐ２１には，学童の問題が

ある。これ関しては，正確には学校の問題ではないので，少し難しくなるか

もしれない。それから，（５）⑤「未来を考えた教育」という意見は，個人

的に面白いと思った。それから，（６）も当たり前だが，既存の校舎はまだ

まだ新しく，綺麗で立派なものとなっているので，それを損なわない形での

計画も必要になってくる。 

アンケート結果については，このように見させていただいた。とても関心が

高く，きわめて真っ当なところを抑えているといった印象を感じている。 

 

資料２－２に基づき，楠山設計より説明 

 

楠山設計 引き続き，施設整備方針（案）に話を進めていくが，施設整備方針（案）と

いうものは，設計事務所にとって，「この方向にいきたい」という要望を取

りまとめるものになる。私たちはそれを受け，「だから，この教室はこうな

る」，「だから，ここはこうする」というような，きっかけを与えてもらう

ことになる。そのテーマを僭越ながら，案として書かせていただいた。 

先ほどの未来という言葉が引っかかったので，テーマを「将来の小美玉市を

託す児童生徒を健やかに育む学校」とした。私たちとしては，将来は若い子

たちに託すしかないので，その子たちがどのように風に育つかということを

含めて造っていくことができればということが大事な，普遍的なテーマの１

つではないかというように考えた。そして，５つの項目にブレイクダウンし

ている。 

「１」は小学校，中学校を義務教育校にする，一貫した教育環境を提供する

としている。これは本当に大きな話であり，小美玉市で建設中のところがあ

ると思うが，新しい取組になる。それを目指すということになる。その下，

細字で「９年間の教育環境として，成長を感じられる各学年ユニットの整備

と，異なる学年とのふれあいを演出する，ゆとりある空間を作ります。」と

いうように書かせていただいた。同学年，同級生たちの場があった上で，縦

のつながりということになると思う。それに対応する太字の箇所は，どちら

かと言うと建築設計のキーワードのようなものになっている。学年別の教室

を１つの括りにする，あるいは４－３－２にするのであれば，そのブロック

の教室群を固まりにする。それから，３つの交流空間をつくる。また，校舎

と体育館，校庭の構成を考える。充実した収納スペースとするといったこと

が「１」に関係してくる１つの考え方となっている。 

次に，「２ 児童生徒がお互いの個性を尊重しながら，生き生きと成長でき

る学校とします」としている。勉強自体は，基本的には個人の部分がある。

まずは個人が自分のことを分かり，何をやりたいかが分かり，それで成長し

ていきやすい環境をつくっていくことができると良いのではないかという

ことがあり，「個性を伸ばすとともに仲間と共に生きるために，必要な社会

性を学ぶ美しい校舎を提供します」とした。そのために，例えば，特別教室
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の充実。特別教室を生かすためのメディアスペース，その科目に関心を持た

せるための色々な展示や発表等のスペース。それから，給食対応の施設，配

膳や食事。また，体育関連の施設。クラブ活動支援施設。校庭（遊具等）の

整備。生活全般の中で，自分はどうなんだということを感じてほしいと思っ

ている。 

それから，「３ 自身の目指す目標を表現し，みんなと共有できる環境を作

ります」という考え方。「自分が何をやる」ということを黙って頑張るとい

うこともあると思うが，「自分はこうなりたい」ということを言える環境を

つくる。それを聞くことによって，先生や友達も「これを頑張ったらどうだ」

というように共有しながら頑張る。同じ方向を向いている仲間がいれば，一

緒に頑張るということが，将来の目標を探し，ふさわしい準備ができるとい

うことになる。そのためのＩＣＴ環境，インターネットを使ったヴァーチャ

ルなものを整え，目標に一歩ずつ進む姿を周囲が応援する舞台を用意すると

いう考え方。そのためには，図書室が必要となる。また，ＬＬＣ，カタカナ

で恐縮だが，いわゆる図書だけではなく，色々なメディアを使える環境，そ

れをコンピュータで調べたり，多目的室で発表したりできる環境を考える。

それから，自主的な学習ができるようにする。発表（コミュニケーション）

施設となる生徒会室，放送室，大きな階段教室のようなもの，学校行事の対

応設備といったものがより強く発表していくことができる環境をつくる。 

そして，「４」は少し外に目を向ける。今日も夕方から小美玉にいたが，大

きな空と夕焼けを見た。地元の人にはあまり面白くないかもしれないが，私

たちにはなかなか見ることができる光景ではないので，それを毎日感じてい

る人々，子供たちは幸せだと感じている。「小美玉の豊かな自然を感じとり，

観察力・直観力を伸ばしながら逞しく成長できる，心地よい空間を提供しま

す」ということをやりたいと思う。保健室や教育相談室，バリアフリー，通

学時の安全施設，エネルギー対応，荒天候時・災害時の対応設備といったこ

とも自然と関わってくるかと思う。 

順番で最後にしてしまったが，「５ 地域と共に成長し，生涯忘れない思い

出を作る学校とします」ということをしたいと思う。「地域の教育力に支え

られ，古くから変わらない宝を見つけられる，楽しい思い出を作る学校生活

を提供します」としている。メモリアルコーナーの整備，地域交流スペース，

地域開放施設，他校との交流のための施設，放課後対応の受入施設である学

童など，５つの項目にさせていただいた。 

次ページ以降は，それを細かく書いたものになっている。どちらかと言うと，

網羅的な書き方になっている。これについては，ここで読むことはやめてお

きたい。「これはいらない，それよりこっちがほしい」といったことを委員

に感じ取っていただき，それを集約し，何を優先するかということを私たち

に伝えてほしいと思う。それをたたき台にして，これでどうかといったよう

なやり取りを行っていくと良いと思うので，ぜひ声を聞かせていただきたい

と思う。 

委員長 事務局に確認したい。次回の統合準備委員会において，委員から施設整備方

針（案）に関する質問を行う時間は取れるだろうか。 

事務局 今日でも大丈夫だが，次回も可能となっている。 

委員長 今すぐに質問を行うことができるものもあるかもしれないが，一度持ち帰っ

てよく読んでもらい，質問をしていくようにすると良いと思う。そうすると，
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視察の報告と対応させながら見ることができると思う。今，ぜひ質問をした

いということがあれば別だが，一度持ち帰るということで進めたい。方針の

案が出されたが，持ち帰る前に確認しておきたいものがあれば，お願いした

い。 

委 員 確認したい点がある。方針案の一番下に放課後対応の受入施設，学童保育が

ある。これについては，現在の小学校施設と一体として考えるものかと個人

的には思っていた。今，新しい校舎を造るという議論は行っているが，今ま

での小学校施設をどのようしていくといった議論をある程度，この場で話し

合うのではないかと思ったが，いかがか。 

事務局 市では，教育委員会とは別な部署になるが，今年度を目処に学校跡地の基本

方針の策定を進めている。学校建設に関しては，準備委員会の委員に携わっ

ていただいているところだが，学校跡地の議論は別の形で考えている。 

委 員 学童だけではなく，例えば，今の小学校を地域の人達の活動拠点とし，ボラ

ンティアを募り，学童や宿題の面倒を見てくれるようなものとするなどとい

った考え方を１つの案として常々感じていた。そういったものを一緒に議論

していただけるのかと思っていたが，そういったことではないということだ

ろうか。 

委員長 以前，ある委員から，施設内に学童を希望しているという発言があったこと

も記憶している。それと，跡地利用も含めて考え，工夫していかなくてはな

らないということかと思う。 

委 員 視察先では，１便目のバスが学校に朝７時くらい到着し，先生が大変だとい

う話があった。現在，小川北中学校区は，ほとんどの児童が小学校に歩いて

通っている。バスが色々な地域を回るのではなく，現在の小学校まで歩き，

そこからバスで移動するということをすると，朝の到着時間も遅くなり，視

察先より先生達の負担が少なくなるといったこともあると思う。そういった

ことも一体となって考えていった方が良いと思う。そのためには，そこで地

域の人たちが交流しながら，子供たちの面倒も見てもらえるということが理

想かと前々から考えていたこともあった。そういったことを一緒に議論でき

ると良いと思っていたが，そういったことではないということなので，少し

残念に思う。 

委員長 １つの提案とし，議論を重ねながら修正を加えていくということは可能では

ないかと思う。今日の茨城新聞には，行方市の学校統合が全部終わり，その

後の地域づくりに関する記事もあった。これから先になるが，そういったも

のも参考にしながら考えていく必要があるかもしれない。 

事務局 先行している平成３１年開校予定の小川南小学校については，準備委員会の

中により詳細に議論できる総務・通学部会という専門部会を設置している。

まずはハード面を進めてきたが，現在はスクールバスや校歌，校章などを議

論している。ゆくゆくは，この準備委員会が母体となり，委員が提案された

ようなことを並行して議論していけるというように考えている。ただ，先ほ

どあったとおり，跡地の問題については，基本方針という市全体の考え方，

跡地に対する全体的な考え方をまとめている。その中で，各学校については，

個別に議論を重ねていこうといった内容でまとまりつつある。一方では新し

く学校が生まれることについての議論，一方ではなくなっていく学校につい

ての議論となる。その議論を同じ会議で一度に進めると，どちらもなかなか

進まないという現象が生まれてしまうのではないかということがあり，市で
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は分けて考えようとしている。なので，具体的にまとめていく際には，会議

がいくつもできてしまうデメリットはあるが，学校毎に改めて委員会等を組

織し，議論していこうという市の方針をまとめているところになっている。 

委員長 会議がいくつもできてしまうというデメリットはあるが，跡地利用に関して

も地域の人たちにとっては，大事なことであるということを事務局でも考え

ていただいている。今後もそのように進めていくということでよろしいか。 

    さらに質問等，確認したいことがあれば，お願いしたい。 

委 員 跡地については，どこの課が担当となるのだろうか。新しい学校については，

これだけの人々が協力し合っているので，良いものができると確信してい

る。私は上吉影小学校区にある地区の区長をしている。統合となった後，上

吉影小学校をどのようにしていったら良いかについて，ある議員から３年前

に話があった。上吉影小学校区の夏祭りや運動会など，グラウンドの利用と

いったことは，ある程度はあるのではないかという気持ちがある。小学校は

大きな施設であり，上吉影小学校の場合は３階建てとなっている。また，現

在は学童で使用しているようだが，幼稚園もある。その利用をどうしたら良

いのか。周りの草刈や竹薮の処理などをしているが，そういったことについ

てもどうなのだろうか。どこの課が担当になるのか教えていただきたい。 

事務局 結論から言うと，どの課が担当になるかということはまだ決まっていない。

ただ，跡地となった際には，教育財産ではなく市全体の財産になる。そのた

め，副市長をトップとし，市役所内を横断的に組織した政策調整会議を組織

している。その政策調整会議に様々な部署の職員が集まり，議論を進め，現

在は基本方針を定めているところとなっている。その議論において，委員か

ら意見のあったとおり，市役所内でワンストップとなる窓口が必要だという

強い意見が出ている。それについては，機能しなければ全く意味がないため，

人事を管轄している総務部局と調整するなど，準備を整えている。ただ，ど

こが担っていくかということは，結論づいていない状況となっている。 

委員長 その地域の人々の声を反映できる，聞ける窓口ができるということかと思

う。これは間違いないことだろうか。 

事務局 その方向を目指したいと思う。 

副委員長 この委員会で話し合った意見が，そういったところにも伝わると良いと思

う。例えば，放課後対応の受入施設と書いてあるが，それを新しくできる学

校に造る必要があるのかということもあると思う。せっかく多くの人に集ま

っていただいているので，意見として聞いていただけると良いと思う。 

事務局 発言のとおり，建設していく上で必要な議論が出てくる。それが自然と，跡

地に関するものや，新しい学校に必要な施設なのかといった議論に繋がって

いくと思う。この委員会での議論は，全く無駄にならないと思っている。事

務局としては，出された意見に対して最大限考慮していきたい考えている。

そのように設計会社にも協力してもらいたいと思っている。よろしくお願い

したい。 

 

 

 

 

 



13 

 

【その他】 

 

事務局 次回，第５回統合準備委員会の案内をさせていただく。改めて通知で案内さ

せていただくが，１月下旬の開催の予定としたい。協議内容としては，本日

提示した施設設備方針（案）。それから，配置計画（案）について，協議い

ただきたいと思う。 

 

 

 

 

２０：１０ 閉会 

 

 

 

 

 
 


